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射水市版事業仕分けの結果について 

 

 

 昨日および本日の両日、貴職から射水市事業仕分け会議（以下「本会議」と

いう。）に諮問のありました射水市版事業仕分けの結果について、答申いたしま

す。 

 貴職におかれましては、本答申を最大限に尊重され、今後の市政運営にあた

っていただくことを強く期待いたします。 

 

 

１．事業仕分けの基準および留意点 

 

 本会議では、（１）一般財源投入が１００万円超の事業、（２）地域等に委ね

ることで地域や市民の自主活動の活性化が期待される事業、（３）市場の競争性

に委ねることにより公共サービスの質的向上が期待される事業の中から、おお

むね２０事業を「象徴的事業」として俎上に載せ、そのあり方を議論した。 

 今日、国においても、また他の地方公共団体においても、事業仕分けが行わ

れているが、本会議では、とりわけ以下の諸点に留意しつつ、民間の視点から

議論を進めた。すなわち、 

（１）中期的に市の歳出削減に資すること 

（２）住民自治の充実強化に資すること 

（３）住民生活に負の激変をもたらさないこと 

（４）今後の市の施策の指針になること 

（５）市民の理解と協力が得られる契機とすること 

である。 



換言すれば、一般的な事業仕分けでは行政経費における無駄の排除や効率化

が目指されるのに対し、本会議では公共サービスの水準の維持向上を図るため、

住民自治の拡充を主眼として議論し、判断したものである。 

 

 

２．仕分け結果の概要 

 

（１）まちなみ環境整備事業費 

市民協働事業として実施 

 

（２）放課後児童クラブ運営補助金・多文化こどもサポートセンター 

市民協働事業として実施 

 

（３）交通安全協会支部助成金 

市民協働事業として実施 

 

（４）射水地区防犯協会活動補助金 

市民協働事業として実施 

 

（５）射水市観光協会補助金 

市実施（要改善） 

 

（６）富山新港まつり・小杉みこし祭り・越中だいもん凧まつり・新湊カニか

に海鮮白えびまつり 

市実施（要改善） 

 

（７）農業産業まつり運営補助金 

不要（廃止） 

 

（８）遺族会補助金 

市民協働事業として実施 

 

（９）老人クラブ運営補助金 

市民協働事業として実施 

 

（10）食生活改善推進協議会・ヘルスボランティア連絡協議会 



市実施（要改善） 

 

（11）衛生害虫防除補助金・美化対策費 

市民協働事業として実施 

ただし、アダプトプログラムは市実施（現行どおり） 

 

（12）資源再利用推進活動事業・資源回収事業 

資源再利用推進活動事業は市実施（要改善） 

資源回収事業は市実施（現行どおり） 

 

（13）学校給食費 

民間活用・外部委託の拡大 

 

（14）放課後子ども教室推進事業 

市民協働事業として実施 

 

（15）地区（校下）体育協会育成補助金・地区（校下）運動会開催補助金 

市民協働事業として実施 

 

（16）射水市体育協会事務局費 

    市実施（要改善） 

 

（17）全国パークゴルフ交流大会 in 射水 

    市実施（要改善） 

 

（18）芸術文化協会補助金 

    市民協働事業として実施 

 

（19）いみず野美術展等開催補助金 

    市実施（要改善） 

 

（20）射水市自治会連合会等補助金 

市民協働事業として実施 

 

 

 



３．付帯意見 

  
時間的な制約もあり、本会議が選定・議論した事業は、市が実施している５

４８事業のうち、２０事業程度にすぎず、ほんの一部にすぎない。今回俎上に

載せることができなかった小規模事業についても、本年度中に精査し、来年度

以降の施策で適宜対応していただきたい。 

その一方、本会議での仕分けの結果、既存の予算額と合わせ、市税収入の１％

相当額以上を地域振興会への交付金額として確保できることになった。本答申

で指摘した、事業の見直しによって節減される予算についても、今後の新たな

需要や環境整備を踏まえ、できる限り住民自治の充実強化のために費やしてい

ただくことを切に希望する。 

また、進捗状況の検証を踏まえ、今後、類似の事業についても、できる限り

地域振興会の自己決定と自己責任に委ねる方向で検討していただくとともに、

この事業仕分けを機に、同振興会、さらには地域住民の意欲と能力を高めるた

めの広報活動に一層取り組んでいただきたい。さらに、市職員には厳しい財政

状況を踏まえ、公僕・市町村合併の原点に立ち返り、なお一層の意識改革と行

動を目に見える形で示していただきたい。 

なお、地域振興会の役割が一段と高まることにかんがみ、できるだけ早期に

同振興会の権能や運営方法等を盛り込んだ自治基本条例（仮称）や地域振興会

設置条例（仮称）の制定を強く求める。 
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